
改善箇所説明図 
 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）      は、点検する箇所を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：左フロントドア、ロワヒンジのボルトの頭に白ペイントを塗布する。  

 

不具合の内容 

車両の組み立て工場において、燃料ホースの取り付け工程が不適切なため、燃料ホースとインテー

クパイプもしくは、エンジンカバーの間隙が狭い状態で取り付けられたものがある。そのため、 

当該ホースが時間の経過とともに摩耗し、最悪の場合、燃料漏れが発生するおそれがある。 

 

改善の内容 

全車両、エンジンルーム内の燃料ホースとインテークパイプもしくは、エンジンカバーの間隙を測

定し、基準以下のものに対しては、正しい間隙になるように修正を実施する。なお、当該ホースに

摩耗が確認された場合は、良品に交換する。 
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